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1　大学入学共通テスト
　志願者数　　495,171人（前年比　3,257人増）
　受験者数　　462,066人（前年比　4,458人増）
　大学入学共通テスト利用大学・短期大学数　　838大学

［内訳］国立大81、公立大95、私立大522、公立専門職大３、私立専門職大８、
　　　　公立短大13、私立短大116

　平均点等
　1000点集計の最終予想平均点（データネット実行委員会〔駿台予備学校／ベネッセコーポ
レーション主催〕の推定）は、５−８文系が620点（得点率62％）、５−７理系が633点（得
点率約63％）となった。前年度との比較では、文系が11%の増、理系が1.3%の増となり、文系、
理系ともに平均点が上昇した。新課程になって初の共通テストのため単純に比較はできないが、
国語の平均点が上がり、化学の平均点は下がった。今年度から加わった情報Ⅰは基本的な内容
であった。問題の傾向としては、昨年と同様に問題の分量や扱う資料の数が多く、多くの資料
から適切に情報を読み取る力や、資料の内容を学習内容と関連付けて考察する力が求められる
問題が目立った。

進　学　編

令和６年度　第３学年進路指導部　　高　橋　典　子
令和７年度入試を振り返って

令和７年度　大学入学共通テスト結果

科　　目（満点） 受験者数（人） 平均点（点） 標 準 偏 差 前年度平均点（点）
※参考

前年度比較（点）
※参考

国 　 　 　 語 （200 点） 437,209 126.67 34.9 116.5 10.17
数 学 Ⅰ・ Ａ （100 点） 308,344 53.51 21.42 51.38 2.13
数学Ⅱ ･ Ｂ ･ Ｃ （100 点） 285,563 51.56 24.2 57.74 − 6.18
リ ー デ ィ ン グ （100 点） 453,668 57.69 23.92 51.54 6.15
リ ス ニ ン グ （100 点） 451,864 61.31 20.06 67.24 − 5.93
歴 総・ 世 史 探 （100 点） 69,273 66.12 17.61 60.28 5.84
歴 総・ 日 史 探 （100 点） 114,599 56.99 15.76 56.27 0.72
地 総・ 地 理 探 （100 点） 125,622 57.48 15.85 65.74 − 7.26
地総 ･ 歴総 ･ 公 （100 点） 7,791 47.15 15.3 55.94 − 8.79
公 共・ 政 経 （100 点） 127,120 59.74 15.84 ― ―
物 理 基 礎 （50 点） 18,379 24.78 10.56 28.72 − 3.94
化 学 基 礎 （50 点） 90,939 27 9.41 27.31 − 0.31
生 物 基 礎 （50 点） 114,388 31.39 9.23 31.57 − 0,18
地 学 基 礎 （50 点） 46,285 34.49 9.54 35.56 − 1.07
物 　 　 　 理 （100 点） 144,761 58.96 22.72 62.97 − 4.01
化 　 　 　 学 （100 点） 183,154 45.34 20.02 54.77 − 9.43
生 　 　 　 物 （100 点） 57,985 52.21 19.44 54.82 − 2.61
情　 報　 Ⅰ （100 点） 279,718 69.26 16.09 ― ―
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令和７年度　大学入学共通テスト　本校の自己採点結果（平均点等推移）

科　目　（満点） 受験者数 今年度平均点 最高点 今年度偏差値 前年度偏差値
※参考

前々年度偏差値
※参考

国 語 （200点） 24 115.0 161 45.9 45.0 44.2
数 学 Ⅰ ・ Ａ （100点） 20 32.4 55 39.2 39.0 41.3
数 学 Ⅱ Ｂ C （100点） 18 30.0 49 40.3 39.0 40.1
英語リーディング （100点） 24 39.6 66 41.4 44.0 41.1
英語リスニング （100点） 24 52.2 81 44.7 40.6 40.2
歴 総 ・ 世 史 探 （100点） 1 90.0 90.0 63.2 43.0 40.5
歴 総 ・ 日 史 探 （100点） 12 51.7 79 46.0 43.0 45.7
地 総 ・ 地 理 探 （100点） 10 44.1 66 41.6 39.7 40.1
公 共 ・ 政 経 （100点） 1 69 69 53.6 ― ―
地 理 総 合 （50点） 10 23.9 35 51.8 ― ―
歴 史 総 合 （50点） 3 30.7 35 56.0 ― ―
公 共 （50点） 13 28.2 35 52.4 ― ―
物 理 基 礎 （50点） 2 20.5 26 44.7 46.5 55.4
化 学 基 礎 （50点） 8 20.4 28 42.4 43.8 43.7
生 物 基 礎 （50点） 17 27.4 42 45.3 48.4 43.0
地 学 基 礎 （50点） 11 31.6 43 46.3 46.2 40.6
物 理 （100点） 3 37.0 51 39.1 38.4 45.4
化 学 （100点） 3 24,3 33 38.4 35.0 39.0
生 物 （100点） 4 29.0 38 37.3 44.1 44.4
地 学 （100点） 2 21.0 21 37.7 ― ―
情 報 （100点） 20 52.0 70 38.8 ― ―

文系６－８合計
理系６－８合計

文11 
理7 

文501.6 
理417.7 

文606 
理498 

文40.9 
理34.9

文49.6 
理34.5

文39.8 
理37.3

2　県内国公立大学の志願状況
①　秋田大学
　・教育文化学部　　　前期      2.7倍（前年  2.7倍）　後期　  10.5倍（前年 14.2倍）
　・国際資源学部　　　前期      2.2倍（前年  1.5倍）　後期　    7.3倍（前年   8.2倍）
　・情報データ科 学部　　　前期      2.9倍　　　　　　　  後期　    9.5倍
　・総合環境理工 学部　　　前期      1.5倍　　　　　　　  後期　    6.0倍
　・医　  学  　部　　　前期      5.1倍（前年  4.7倍）　後期　  25.7倍（前年 22.5倍）
②　秋田県立大学
　・システム科学技術学部　　　前期      1.8倍（前年  4.2倍）   後期　  10.9倍（前年 18.1倍）
　・生物資源科学部　　　前期      3.2倍（前年  4.1倍）　後期　  16.1倍（前年 12.3倍）
③　国際教養大学
　・国際教養学部　　　Ａ日程  5.9倍（前年  5.7倍）　Ｂ日程  11.2倍（前年   8.6倍）
　　　　　　　　　　　Ｃ日程 33.0倍（前年24.4倍）
④　秋田公立美術大学
　・美 術 学 部　　　前期　  2.4倍（前年  2.5倍）　中期　    7.0倍（前年   5.6倍）

3　本校の概況
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本校の国公立大学合格状況の推移（分子：合格者、分母：受験者延べ人数）

総合型
選抜

（旧 AO）

学校推薦型
選抜

（共通テストなし）

学校推薦型
選抜

（共通テストあり）
一般 合計 卒業者数 共通テスト

出願者数

H27 1／ 6 4／14 6／ 9 5／38 16／67 198 88

H28 1／ 6 10／17 2／ 7 7／44 20／74 198 85

H29 3／ 7 9／22 1／ 8 3／43 16／80 195 91

H30 3／ 5 6／15 5／10 9／33 23／63 174 79

H31 4／ 8 4／10 3／ 5 1／22 12／45 174 72

R02 2／ 6 11／13 6／ 8 3／30 22／57 171 89

R03 2／ 6 5／ 8 0／ 6 1／ 8 8／28 164 51

R04 2／ 7 3／ 8 1／ 5 1／12 7／32 169 56

R05 7／15 2／ 4 3／10 5／15 17／44 167 49

R06 5／13 5／ 7 0／5 3／14 13／39 153 38

R07 4／ 9 7／ 9 5／ 9 2／21 18／48 168 47

　今年度の国公立大学の合格者数は18名で、内訳は総合型選抜が４名、共通テストなし学校推薦型
選抜が７名、共通テストあり学校推薦型選抜が５名、一般選抜前期が１名、中期が１名であった。
総合型選抜で合格した生徒は、早期に進路志望を決定して、課題研究に取り組み、充実した探究活
動の成果を面接試験などで存分にアピールすることができていた。また、共通テストに向けて目標
を持って臨む生徒が多く、共通テストありの推薦で多く生徒が合格できた。一般受験で後期まで粘
り強く取り組んだ生徒も多かったが、一般受験に関しては共通テストの得点が重要であるとあらた
めて感じた。本校生は進路志望が多岐にわたり、年内に進路を決定する生徒が多い。その中で努力
を継続するのは大変であるが、安易に目標を下げることなく、強い覚悟を持って進路の諸活動に臨
み自分の将来を切り開いて欲しい。
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１．進路決定に向けて

1　類型（教養・文系・理系）および科目の選択
（１）本校での選択の流れ

　高校入学後の進路選択の第一歩が類型選択である。
　高校卒業後、すぐに民間就職を考えている場合は、教養クラスを選択しよう。
　進学する場合は、高校での類型選択が将来就きたい職業に大きく関わってくるので慎重に判断
しよう。

（２）類型選択・進路選択の考え方
　①　将来就きたい仕事から考える

　類型・科目選択によって就職できる仕事の種類が、ある程度制限される場合がある。
　例えば、医師を目指すのであれば理系を選択して医学部に進学する必要があり、裁判官を目
指すのであれば文系を選択し、法学部に進学、司法試験に合格しなくてはならない。エンジニ
アを目指したいのであれば、理系を選択した上で物理の科目を選択することが望ましい、など
である。
　「将来なりたい自分」を考えて、夢を実現するためにはどのような学問を学べばよいのか、
その学部に進むために必要な受験科目は何かを調べてみることが、類型・科目選択の判断材料
になる。
　明確に志望する職業がない場合でも、どのような分野で働きたいという希望があれば、類
型・科目選択の判断材料にすることは可能である。少しでも描いている将来像がある場合は、
先生や家族に相談してみよう。

　②　学びたい学問から考える

　将来の職業や働くイメージができない人は、これからどんなことを学びたいのか考えてみよ
う。学びたいことがあれば、志望する学部学科を絞り込むことができ、学部学科が固まれば、
入試に必要な科目などから類型・科目を選ぶことができる。

　③　興味・関心のあることから考える

　例えば、パソコンを操作することや天体観測をすることが好きなら情報科学や天文学を学べ
る理系、小説を読むことや歴史に興味があるなら文学や歴史学を学べる文系、といったように
好きなものから自分が何に関心を抱いているのかを見極めることができる。ちょっとしたこと
が学びたいと思える分野を見つけるきっかけとなる。

　④　単純なイメージだけで選ばず、しっかり調べよう

　経済学や経営学・心理学など、文系の学問でも数学や統計等理系の知識が必要な学問がある。
入試では必要ない場合でも、進学後に多かれ少なかれ数学を学ぶ機会があるのがほとんどであ
る。また、「情報学部」などの学部は、文理融合系という性格から文系の科目だけで入試を受
けられる大学もある。一方、理系の研究者が英語で論文を書くことも多い。学びたい分野や就
きたい職業がある人は、イメージにとらわれず希望を叶えるために必要な科目をきっちりと調

高校１年

夏 休 み 前
希 望 調 査

生 徒 面 談
保 護 者 面 談
三 者 面 談

類 型 ・ 科 目
決　定

高校２年以降
教 養
文 系
理 系
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べるようにしよう。
　マナビジョン、スタディサプリ進路、日本版o-netなどでは、適職適学診断ができる。自分
の適性を判断する手掛かりにしてみよう。

2　類型・科目選択と進学
文系

・英語、国語、地歴公民の授業時数が多
い

・世界史、日本史、地理を選択できる

高
　
　
校

大
　
学
　
・
　
短
　
大

文系学部 文理融合学部 理系学部
・英語・国語・地歴公民の

科目が受験科目に含まれ
ることが多い

・入学後に数学や統計学を
学ぶ必要のある学部もあ
る

・入試科目は学部によって
さまざま

・文系型、理系型で入試が
分かれている場合もある

・数学・理科の科目が受験
科目に含まれることが多
い

・入学後の論文執筆や研究
発表で英語が必要になる
場合がある

文学部　社会学部
法学部　介護福祉学部
外国語学部
国際関係学部
総合学部

社会心理学部
情報学部　経済学部
生活科学部
教育学部
スポーツ科学部

工学部　理学部
理工学部　医学部
歯学部　薬学部
看護学部
農学部

理系
・数学、理科の授業時数が多い
・数学Ⅲ、化学の授業がある
・物理または生物を選択できる

大学・短大の学部学科
文系の学部

人文学部系

主に、人類の創造した文化を対象として研究する学問。代表的な学びは、文学、語学、文化学、
史学・地理学、哲学・宗教学、心理学など。それぞれの分野の対象となるものを学ぶとともに、
それらを生み出す人間の精神的な部分や人間の存在そのものについても研究をしていく。

文学　語学　言語学　表現文化　文化学　図書館学　文化財学　考古学　史学　民俗学　
地理学　歴史社会学　心理学　哲学　倫理学　宗教学　美学　人間科学

社会学系

社会現象を研究の対象とする学問。実証的な方法によって社会現象を分析し、その客観的法則
を明らかにしていく。研究対象により、法学、政治学、経済学、経営学、商学・会計学、社会
学、観光学、メディア学、社会福祉学などに分かれる。実学的な要素が強く、それぞれの分野
での問題解決の手法なども探っていく。

社会学　情報学　新聞学　法学　政治学　政策科学　観光学　経済学　経営学　会計学　商学
流通学　貿易学　広報学　メディア学　人類学

社会福祉学系

すべての人々が人間らしく生きていくための手段を科学的に考え、実現のための手法やシステ
ムを創造し、実社会で実施することによって問題解決を目指す。

社会福祉学　介護福祉学
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文理融合の学部

教育学系

教育の本質・目的や制度、また教員になるための知識・技能などを学んでいく。教員免許を取
得するにあたっては、実際の学校現場での教育実習も行う。なお、学校・学部によって取得で
きる教員免許は決まっており、卒業にあたり教員免許の取得が必須かどうかも異なるので、事
前に調べておくことが重要。

教育学　社会教育学　児童教育学　教員養成　体育学　社会体育学

芸術学系

理論と実技の両面から学習を進めていく、創作に欠かせない感性を磨いていく。伝統的な技法
はもちろんデジタル面での学習も進んでいる。理論系、実技系に大別される。

美術　デザイン学　工芸　文化財修理　まんが･アニメーション　CG・Webデザイン　写真　
建築・インテリア　音楽　放送　音響　映画･映像　演劇･舞台　美容　メイク　エステ　ネイル

生活科学・家政学系

衣・食・住を中心に日常生活についてさまざまな角度から研究する。近年は環境学、福祉学な
どの隣接諸科学や文化学との融合も進んでいる。

生活科学　被服学　栄養学　食物学　住居学　児童学

教養・総合科学系

人間科学、社会科学、自然科学、健康科学、芸術学などを総合的に学ぶ。学科目を決めずに幅
広く学び、広い視野と豊かな創造性を育んでいく。

教養学　国際教養学　国際関係学　人間科学　人間環境学　総合科学

体育学系

体育指導者の養成とスポーツを学問的に研究するという二つの大きな流れがある。最大の特徴
は、実務能力の向上を目指すため、数多くの実技科目が履修できる点にある。

環境学系

自然科学、社会科学、人文科学が複雑にクロスオーバーするのが特徴で、社会学、気候学、生
態学、都市工学、土壌学等の学習を行い、複合的視点から環境問題に取組む。

学際・総合科学系

一つのテーマに対して、あらゆる側面からアプローチして、総合的に考察して問題解決を図る
現代的な学問領域。

国際関係学系

歴史学、政治学、経済学などを踏まえ、国際的な社会問題を総合的に分析し、対処法を模索し
ていく。外国語の習得も重要なテーマの一つ。
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理系の学部

理学系

さまざまな自然現象を研究対象に、実験や計算等を通して真理を解明していく。卒業後は理数
科の教員のほか、研究機関での活躍も珍しくはない。

数学　物理学　化学　生物学　天文学　地学　広域理学

工学系

理学で得られた研究成果をベースに、これを人間の生活に有用な形へと実体化していく。産業
界の期待は大きく、新技術、新製品の担い手たり得る実力養成が図られる。

機械工学　自動車工学　電気･電子工学　情報工学　建築学、土木工学　原子力工学　
資源工学　材料工学　応用物理学　応用化学　経営･管理工学　航空･宇宙工学　船舶工学
海洋工学　商船学　生物工学･バイオテクノロジー　画像工学・光工学･医用工学

農学・食品科学系

安全な食の効率的な運用手段等を追求していくために、遺伝、育種、栽培、土壌などの基礎研
究も行い知識を深めていく。肉・米・野菜・穀物など食物全般を研究する。

農学　農芸化学　農業工学　農業経済学　森林科学　造園学　畜産学　食品化学　水産学

看護学・保健学・医療技術系

高度な医療知識を吸収し、理論と臨床技術を学びながら、最終的には各種の国家資格取得を
目指す。将来の職種に関連した学科や専攻・コースを選択する必要がある。

看護学　保健学　衛生学　臨床検査学　診療放射線学　臨床工学　理学療法学　作業療法学
言語聴覚学　視機能療法学　鍼灸学　柔道整復学　救急救命学

医療経営学系

医療あるいは福祉関連機関の財務などの情報科学的分析・評価法・活用法や医療スタッフが
最大限に能力を発揮するための運営管理技術などを学んでいく。

医療経営　医療情報学　医療秘書　医療事務

医学・歯学系

人間の生命と健康を守る保健系統の中で中心的な役割を果たせる人材を育成する。いずれも
６年間の一貫教育で学びながら知識を深め、将来的には研究職と臨床職とに大別されていく。

薬学系

病気やケガを治すための医薬品の開発や研究など、人体と化学物質との関わりを追求する。
化学や生物学、物理学などを基礎として、化粧品、農薬、食品添加物など、周辺領域まで幅広
く学ぶ。

　志望校や志望学部、関心のある分野が決まったら、学校案内を取り寄せ、オープンキャンパスに
参加しよう。進学希望先によっては、ホームページでオンライン参加型の学校説明会も開催されて
いる学校も多い。３年生で受験対策に集中できるように、１、２年生の内に是非参加しておこう。
　第１志望の学校だけでなく、複数の学校を比較することで、それぞれの学校の特徴が分かってく
る。学べること、研究室の内容、シラバス、取得できる資格、進路状況等を調べることは、志望理
由書や面接の回答の内容を深めることにもつながるので、早い段階から取り組むことをお薦めする。
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２．入学試験制度
　入試制度については、自分の受験戦略にも大きく関わってくることであり、正しく豊富な情報
を集めておくことが重要である｡入試制度の種類は大きく以下の３つに分類される｡

　1　総合型選抜　　　2　学校推薦型選抜　　　3　一般選抜

　　それぞれの入試選抜方法の違いについて、簡潔にまとめたので参考にしてほしい。

1　総合型選抜
　詳細な書類審査と時間をかけた丁寧な面接等を組み合わせることによって、入学志願者の能
力・適性や学習に対する意欲、目的意識等を総合的に評価・判定する入試方法。志願者本人の
記載する資料である「活動報告書」、「入学希望理由書」、「学修計画書」なども評価対象とな
る。
　学力の具体的な評価方法には小論文等、プレゼンテーション、口頭試問、実技、各教科・科目
に係るテスト、資格・検定試験の成績等や大学入学共通テストがある。なかには大学の模擬授業
を受けたうえでレポートを書かせるような試験もある。
　実施は９〜11月が多く、学校推薦型選抜や一般選抜に先駆けて行われる。大学によっては翌年
１月の共通テストを課す場合もあり、選考期間が長めなのも総合型選抜の特徴だ。
　学校長の推薦が必要な学校推薦型選抜とは異なり、出願条件を満たせば出願できる総合型選抜
は、選抜方法が多岐にわたり、大学ごとの特徴が出やすい入試方式だ。一定以上の学校の成績
（評定）や英語資格、レポート提出や研究発表が求められることがあり、一般選抜より多くの対
策が必要となる。そのため、受験したいなら早めに募集要項を確認して、出願条件や試験の内容
を早めにチェックしよう。

現在の名称 入 試 概 要 現 在 の 入 試 
（ 選 抜 ） 内 容

出 願 時 期 ・ 
　 入 試 時 期 合 格 発 表 時 期

総合型選抜

学力の三要素に鑑
みて学力だけでな
く多様な能力を総
合的に判断する

一次試験：書類選考 
二次試験：面接、小
論文などの形式が多
い

出 願 が ９ 月 か ら 。
入試は９月～11月
（国公立では試験
日が２月になる大
学もある）

11月以降。遅くと
も一般選抜より前
に発表。（国公立
では大学により異
なるが二次試験よ
りは早く発表）

学校推薦型
選抜

出身学校長の推薦
が必要である

書類選考、面接、小
論文の形式が多い
学力試験は、小論
文・プレゼンテー
ション口頭試問・実
技・各教科や科目の
テストなど

おおむね11月以降
に出願。
入試は11月～12月
中

12月以降。一般選
抜前には発表のこ
とが多い

一般選抜

学 力 試 験 を 受 け 、
一定の点数以上を
取り、入学許可人
数以内に入れば合
格

学力試験、小論文、
調査書による判定
ただし最重要視され
るのは当日の学力試
験

共通テストは９月
頃出願、各大学へ
の出願は12月以降、
入試は１月半ば以
降

１月半ば～３月末
（４月初めになる
　ケースもある）
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《総合型選抜はこんな生徒に適している》

・特別に詳しい分野がある　　　　・特別な活動をしている　　　　　・資格を持っている

・実験、実習、グループワークが好き　　・プレゼンテーションがうまい（と人から言われる）

・自分の考えを口頭で伝えるのが得意　　・自分の考えを文章で伝えるのが得意

2　学校推薦型選抜
　学校推薦型選抜は、「公募制（公募推薦）」と「指定校制（指定校推薦）」に大別され、どちら
も大学が求める出願条件を満たし、高等学校長の推薦を得ることが必要である。公募制の場合、
全国の高校から広く出願できるが、指定校制では大学が指定した高校の生徒だけに出願資格があ
る。ほとんどの私立大学が両方を採用している。なお、公募制については、総合型選抜に組み入
れている大学もあるが、出願条件資格などは学校推薦型選抜のそれと変わらない。

　A　公募制
　大学が求める出願条件を満たし、高等学校長の推薦があれば出願でき、全国の高校から広く出
願することが可能である。既卒生（浪人生）の出願を可としている大学もある。
　出願条件として成績基準が設けられることが多いが、スポーツや文化活動の成績が条件になる
こともある。募集要項で早めに調べることが大切である。

　B　指定校制
　大学が指定した高校の生徒にのみ出願資格があり、現役生、専願に限られる。推薦枠は少人数
のため希望者が多い場合は校内選考が実施され、成績、課外活動実績、生活態度などで評価され
る。狭き門であるが、推薦枠を獲得すれば合格率はかなり高くなる。

　学校推薦型選抜の推薦書においては本人の学習歴や活動歴を踏まえた『学力の３要素』（「知
識・技能」、「思考力・判断力・表現力」、「主体性・多様性・協働性」）に関する評価を記載
し、大学が選抜過程でこれらを活用することが必須となった。

《学校推薦型選抜はこんな生徒に適している》

・学習成績の状況（評定平均値）が良い・クラスや学校の行事に積極的に参加している

・学校の定期考査の成績が良い　　　　・模擬試験より学校の定期考査のほうが力を発揮できる

・自分の考えを口頭で伝えるのが得意　・自分の考えを文章で伝えるのが得意

　総合型選抜や学校推薦型選抜の枠は拡大しており、国公立でも増加傾向にある。その分一般選
抜のみで大学受験に臨むというのは、一昔前に比べてさらにハードルが高いものになっていると
いえる。将来希望している進路に合った大学の学部に進みたいと希望するならば、できれば総合
型選抜や学校推薦型も狙っておきたいところである。対策としては、次が挙げられる。
　□日々の勉強をしっかりとやり高１から良い成績を取る
　□探究活動や小論文学習を大切にして、自分の言葉で伝える力をつける
　□ボランティアなどの課外活動へ積極的に参加する
　□資格を取得する
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　□欠席日数を増やさない
　□学校推薦型選抜や総合型選抜の、各大学の入試情報を自分で調べて参考にする

　加えて、文部科学省は合格発表から大学入学までの間に大学での勉強に必要となる「入学前教
育」も積極的に実施するように各大学に促している。今後は総合型選抜・学校推薦型選抜であっ
ても、入学前の学力アップが必須である。

3　一般選抜
　国公立大学においては「大学入学共通テスト」と「個別学力試験（２次試験）」の合計点数で
合否を判定する選抜方法である。２次試験は筆記試験に加え、調査書や志願者本人が記載する資
料等（例：エッセイプレゼンテーション、各種大会や顕彰等の記録、総合的な探究の時間などに
おける生徒の探究的な学習の成果等に関する資料や面談など）が積極的に活用される。私立大学
は各大学に複数の選抜方法がある。
　大学側は各大学の入学者受入れの方針に基づき、調査書や志願者本人の記載する資料等をどの
ように活用するのかについて、各大学の募集要項等に明記されている。

A　国公立大学
　国公立大学を受験するには一部の総合型選抜、学校推薦型選抜を除き大学入学共通テストを受
験しなければならない。

B　私立大学・短期大学について
　私立大学・短期大学の一般選抜は、１月下旬〜２月中旬（一部は３月中旬まで）の期間で各大
学が個別試験を実施する。これは入学に必要な基礎学力を測る試験で、大学入学共通テストの受
験は不要である。また、全大学で統一の日程が設けられているわけではないため、試験日が重な
らなければ何校でも受験できる。さらに同じ学部学科でも複数の入試方式がある「複線入試」を
採用している場合がほとんどである。大学入学共通テストとの違いは、一般選抜では大学の独自
試験のみを受験するが、大学入学共通テストは、その成績のみで合否が決まる（大学入学共通テ

一般選抜

国公立大学　　共通テスト＋個別試験

前期日程

中期日程

後期日程

私立大学

共通テスト利用入試
単独型

併用型

個別試験

全学部入試

試験日自由選択型

科目選択型

得意科目重視型
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ストと個別試験とを総合して判断する場合もある）。ほとんどの大学で、一般選抜と大学入学共
通テストの両方を併願することが可能である。

　受験の型で最もベーシックなのは３教科型入試である。試験科目は大学・学部学科により異な
るが、文系では英語、国語、地歴・公民や数学から１科目選択、理系では英語、数学、理科が課
されるのが主流である。試験内容は正しい知識を問う選択式のほか、論述式､小論文を課す大学
もある。１〜２教科の場合もあるが、科目数が少なくなると高倍率になる傾向があるので注意が
必要である。配点は大学・学部学科によって異なり、出題はマークシート方式と記述方式の両方
がある。
　一般選抜では、３教科型の他にも多様な入試方式が存在する。１つの学部学科で科目や日程、
会場、採点基準が異なる２つ以上の入試を設けている場合も多くなっている。
　例えば、日程が選べる「全学部統一入試（全学部日程）」や「試験日自由選択制度」を利用す
れば、他校や同じ大学の他の学部学科との併願がしやすくなる。また、特定の科目が得意な人は
「科目選択型」「得意科目重視型」入試を選べば有利に運ぶ場合がある。その他に、地方で受験
できる「地方入試（地方会場、学外試験会場）」や、万が一不合格だった場合に再チャレンジで
きる「後期日程（３月入試、２次募集）」などもある。また学力試験の他に､小論文試験を課す
場合や、簿記など特定の資格を持っている人、TOEIC（R）などで一定のスコアを保持している
人に加点する方式を実施している大学もある。

□受験のチャンスが増える「全学部統一入試（全学部日程）」
　全学部が共通問題を用いて同じ日に試験を行う入試である。これに対し、学部学科ごとに問題
や日程が違う試験を「個別学部入試（個別学部日程）」という。（大学によって異なる）
　《メリット》
　○併願校と試験日が重なった時に利用できる
　○志望する学部学科への受験機会が増える
　○全学部を一斉に受験できる場合もあり、受験料や労力の負担を減らせる

□自分の得意科目を生かす「科目選択型」「得意科目重視型」
　「科目選択型」は、科目の数や種類を選ぶことができるタイプ。「得意科目重視型」は事前に
申請した科目の配点を高くする方式である。大学によっては合計点ではなく高得点の科目のみで
合否判定を行う場合がある。合格の可能性が増える一方、その科目に自信のある受験生が集まる
ため高倍率になる傾向がある。
　《メリット》
　○得意科目の得点で勝負できる

□併願がしやすい「試験日自由選択制度」
　１つの学部学科で複数の試験日があり、都合の良い日を選んで受験できる方式で、２〜３日の
連続した試験日から１日選べるのがほとんどである。併願校と試験日が重なった場合に便利なだ
けでなく、１つの大学内の学部学科を連日受験できる場合（出題される問題は日によって異な
る）や、同学部内で違う学科を受験できる場合もある。また、複数日受験する場合、受験料が減
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額されるケースもあるのでチェックしておく必要がある。
　《メリット》
　○他校と試験日が重なった場合に併願しやすい
　◯全日同じ学部学科を受けられる場合もある

□地元で受験できる「地方入試（地方会場、学外試験会場）」
　大学所在地以外に、全国の主要都市に設けられた試験会場で受験できる大学も多数ある。交通
費や宿泊費の負担だけでなく、時間的・体力的負担も軽減できる。また、大学所在地での試験と
は別日程で行われ、併願が可能なケースもある。一部の大学は全学部統一入試を地方会場で行っ
ているため、これも活用したいところである。地方会場受験は先着順の場合もあるので、早めに
確認しておく必要がある。
　《メリット》
　○お金と時間を効率的に使える
　○大学所在地での試験と併願できる場合もある

□志望校へのラストチャンスを生かす「後期日程（３月入試、２次募集）」
　２月下旬〜３月中旬にかけて行われるのが後期試験、あるいは３月入試、２次募集と呼ばれる
試験で、志望校への最終チャレンジである。ただし募集人員が少なく高倍率になる傾向がある。
　《メリット》
　○最後まで諦めないことで大きな達成感が得られる
　○最後まで学力の伸びが期待できる

　志望校を決める前の注意点として、１〜２教科型があるからといって、早くから教科を絞って
しまうのは危険である。科目が少ないほど倍率やレベルが上がる傾向があり、募集人員の比率も
基本の３教科型が高い大学がほとんどで、選択肢を自分で狭めてしまわないよう気をつけること。
　複数の大学を受験する場合、試験日が重なってしまうことがあるため試験日程と会場の確認が
必要である。科目数、配点比率、合格基準点、募集人員、昨年合格者数などもチェックするこ
と。

《一般選抜は、こんな生徒が適している》

・英数国が嫌いではない　・得意教科がある　・極端に苦手な教科がない（あるいは少ない）

・学校の定期考査より模擬試験のほうが力を発揮できる

4　大学入学共通テスト
　令和８年度試験から、出願手続きは大学入学共通テストの出願サイト上で行う形式となり、原
則郵送による出願手続きは行うことができない。また、高等学校に在籍している者も含め、全て
の志願者が個人で出願する必要がある。（『受験案内』の公表は令和７年６月中旬の予定。大学
入試センターのウェブサイトからダウンロードして入手する形式となり、冊子の配付は行われな
い。）
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　《出願に当たって準備が必要なもの》
　・インターネットに接続されたパソコン、スマートフォン、タブレット等の電子端末
　・メールアドレス
　・顔写真データ（令和７年７月１日（火）以降に撮影したもの）
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2026年度入試　スケジュール

出典：河合塾keinet
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令和 8 年度大学入学者選抜に係る大学入学共通テスト

教
科

グ
ル
｜
プ

出　題　科　目

出題方法
（出題範囲、出題科目選択の方法等）

出題範囲について特記がない場合、出題科目名に含まれる学習指導
要領の科目の内容を総合した出題範囲とする。

試験時間（配点）

国
　
語

『国　　語』 ・「現代の国語」及び「言語文化」を出題範囲とし、近
代以降の文章及び古典（古文、漢文）を出題する。

90分（200点）
（注１）

地
理
歴
史

『地理総合、地理探究』
『歴史総合、日本史探究』
『歴史総合、世界史探究』
『公共、倫理』　　　　　
『公共、政治・経済』　

『地理総合/歴史総合/
　　　　　　　　 公共』

(a)：必履修科目を組み合わせた
出題科目

(b)：必履修科目と選択科目を組
み合わせた出題科目

・左記出題科目の６科目のうちから最大２科目を選択
し、解答する。

・(a)の『地理総合/歴史総合/公共』は、「地理総合」、
「歴史総合」及び「公共」の３つを出題範囲とし、そ
のうち２つを選択解答する（配点は各50点）。

・２科目を選択する場合、以下の組合せを選択すること
はできない。

　(b)のうちから２科目を選択する場合
　『公共、倫理』と『公共、政治・経済』の組合せを
選択することはできない。

　(b)のうちから１科目及び(a)を選択する場合
　(b)については、(a)で選択解答するものと同一名称を
含む科目を選択することはできない。（注２）

・受験する科目数は出願時に申し出ること。

1科目選択
60分（100点）

2科目選択
130分（注３）
（うち解答時間120分）
（200点）

公
　
民

数
　
学

①
『数学Ⅰ、数学Ａ』
『数学Ⅰ』

・左記出題科目の２科目のうちから１科目を選択し、解
答する。

・「数学Ａ」については、図形の性質、場合の数と確率
の２項目に対応した出題とし、全てを解答する。

70分（100点）

②

『数学Ⅱ、数学Ｂ、数学Ｃ』 ・「数学Ｂ」及び「数学Ｃ」については、数列（数学
Ｂ）、統計的な推測（数学Ｂ）、ベクトル（数学Ｃ）及
び平面上の曲線と複素数平面（数学Ｃ）の４項目に対
応した出題とし、４項目のうち３項目の内容の問題を
選択解答する

70分（100点）

理
　
科

『物理基礎/化学基礎/
　生物基礎/地学基礎』
『物理』
『化学』
『生物』
『地学』

・左記出題科目の５科目のうちから最大２科目を選択
し、解答する。

・『物理基礎/化学基礎/生物基礎/地学基礎』は、「物理
基礎」、「化学基礎」、「生物基礎」及び「地学基礎」
の４つを出題範囲とし、そのうち２つを選択解答する
（配点は各50点）。

・受験する科目数は出願時に申し出ること。

1科目選択
60分（100点）

2科目選択
130分（注３）
（うち解答時間120分）
（200点）

外
国
語

『英語』
『ドイツ語』
『フランス語』
『中国語』
『韓国語』

・左記出題科目の５科目のうちから１科目を選択し、解
答する。

・『英語』は「英語コミュニケーションⅠ」、「英語コ
ミュニケーションⅡ」及び「論理・表現Ⅰ」を出題範
囲とし、【リーディング】及び【リスニング】を出題す
る。受験者は、原則としてその両方を受験する。その
他の科目については、『英語』に準じる出題範囲とし、
【筆記】を出題する。

・科目選択に当たり、『ドイツ語』、『フランス語』、『中
国語』及び『韓国語』の問題冊子の配付を希望する場
合は、出願時に申し出ること。

『英語』
【リーディング】
80分（100点）
【リスニング】
60分（注４）
（うち解答時間30分）
（100点）

『ドイツ語』
『フランス語』
『中国語』『韓国語』
【筆記】
80分（200点）

情
報 『情報Ⅰ』 60分（100点）

→(b)

→(a)

（備考）『　』は大学入学共通テストにおける出題科目を表し、「　」は高等学校学習指導要領上設定されている科目
を表す。

　　　　　また、『地理総合/歴史総合/公共』や『物理基礎/化学基礎/地学基礎』にある“ / ”は、一つの出題科目の
中で複数の出題範囲を選択解答することを表す。
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（注1）　『国語』の分野別の大問数及び配点は、近代以降の文章が３問110点、古典が２問90点（古文・漢文各45点）
とする。

（注2）　地理歴史及び公民で２科目を選択する受験者が、（b）のうちから１科目及び（a）を選択する場合において、選
択可能な組合せは以下のとおり。 

　　　　・（b）のうちから『地理総合、地理探究』を選択する場合、（a）では「歴史総合」及び「公共」の組合せ
　　　　・（b）のうちから『歴史総合、日本史探究』又は『歴史総合、世界史探究』を選択する場合、（a）では「地理総

合」及び「公共」の組合せ
　　　　・（b）のうちから『公共、倫理』又は『公共、政治・経済』を選択する場合、（a）では「地理総合」及び「歴史

総合」の組合せ

　　　　［参考］地理歴史及び公民において、（b）のうちから１科目及び（a）を選択する場合に選択可能な組合せについて 

（注3）　地理歴史及び公民並びに理科の試験時間において２科目を選択する場合は、解答順に第１解答科目及び第２
解答科目に区分し各60分間で解答を行うが、第１解答科目及び第２解答科目の間に答案回収等を行うために必
要な時間を加えた時間を試験時間とする。

（注4）　【リスニング】は、音声問題を用い30分間で解答を行うが、解答開始前に受験者に配付したICプレーヤーの
作動確認・音量調節を受験者本人が行うために必要な時間を加えた時間を試験時間とする。

　　　　　なお、『英語』以外の外国語を受験した場合、【リスニング】を受験することはできない。

○：選択可能　×：選択不可

(a)
「地理総合」
「歴史総合」

「地理総合」
「公共」

「歴史総合」
「公共」

(b)

『地理総合、地理探究』 × × ○

『歴史総合、日本史探究』 × ○ ×

『歴史総合、世界史探究』 × ○ ×

『公共、倫理』 ○ × ×

『公共、政治・経済』 ○ × ×
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3．文部科学省以外の省庁所管の学校
　原則として大学・短大は文部科学省の管轄にある。これに対して、文部科学省以外の各省庁が
特別技能者の養成を目的として設置している学校がある。公務員として採用された者が入学し、
学費が不要の他、在学中も給料がもらえるものは、卒業後の就職の心配もないので、人気も高く
競争率も高い。それだけ教育内容も厳しくレベルも高い。

　◇公務員として採用された者が入学するもの
　　受験を考えている場合は「Ⅲ　就職編　５．公務員試験について」も読むこと。

　◇その他の文部科学省以外の省庁所管の学校
　下の表の他にも文部科学省以外の省庁所管の学校がある。学費は国公立大学と同額かそれ以
下である。日本学生支援機構の奨学金の対象外の場合が多いが、「技能者育成資金」制度や学
校独自の制度が用意されている。

名　　称 所管省庁（所在地） 目　　的

防 衛 大 学 校 防　衛　省（横須賀市） 陸・海・空各自衛隊の幹部自衛官の養成

防衛医科大学校 防　衛　省（所 沢 市） 医師国家試験合格と同時に二等陸海空尉となり９年
間自衛隊に勤務する義務がある

海上保安大学校 海上保安庁（呉 　 市） 海上保安庁の幹部職員養成

海 上 保 安 学 校 海上保安庁（京 都 府） 海上保安官の養成

航空保安大学校 国土交通省（大 田 区） 管制・通信・航空保安・無線施設保安運用にあたる
航空保安職員の養成

気 象 大 学 校 気　象　庁（柏 　 市） 気象庁職員として指導力を有する人材の養成

名　　称 所管省庁
（所在地） 目　　的 学　　費

水 産 大 学 校 農林水産省
（下関市） 将来の水産界を担う人材の養成 入学料　282,000円

授業料　年額535,800円

国立看護大学校 厚生労働省
（清瀬市）

国立高度専門医療センターの職員に
なろうとする看護師・助産師の養成

入学料　282,000円
授業料　年額535,800円

職 業 能 力 開 発
総 合 大 学 校

厚生労働省
（小平市）

高度の科学、技術教育と大学校特に
実際に物をつくる技術訓練を主体と
した職業訓練指導員の養成

入学料　282,000円
授業料　年額535,800円

東 北 職 業 能 力
開 発 大 学 校

厚生労働省
（栗原市）

高度な知識と技能・技術を兼ね備えた
人材や将来の⽣産技術、⽣産管理部⾨
のリーダーとなり得る⼈材を育成

入学料　169,200円
授業料　年額390,000円

秋 田 職 業 能 力
開発短期大学校

厚生労働省
（大館市）

専門知識と高度な技能・技術を持
つ、ものづくりのプロとなる実践技
能者を育成

入学料　169,200円
授業料　年額390,000円

秋 田 県 立
秋田技術専門校

厚生労働省
（秋田市）

産業界が求める実践的な技術者・技
能者を育成　

入学金なし
授業料　年額118,800円

国 立 宮 古 海 上
技術短期大学校

国土交通省
（宮古市） 航海士、機関士の養成 入学料　70,000円

授業料　年額166,800円　
※参考　国立大学の入学料　282,000 円　　　授業料　年額 535,800 円
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4．専門学校について
○専門学校とは

 「職業若しくは実際生活に必要な能力を育成し、又は教養の向上を図る」ことを目的とする学校
を専修学校といい、専修学校のうち入学資格が高等学校卒業者等のものを専門学校という。社会
のニーズに対応した多種多様な学科があり、将来の職業で必要となる実践的な教育が行われてい
る。理論を学ぶことを重視する大学と比べ、教育内容は社会に出てすぐに役立つ専門的な知識や
技術の習得を中心としており、授業のうち実験や実習の割合が高い学科が多いことも特徴である。
　専門学校では、職業に就くために必要な資格を取得することができる。資格にも様々な種類が
あるので、なりたい職業ややりたいことなど具体的な目標がある場合、どんな資格が必要か、ど
うやったらその資格が取得できるか勉強しておくことも大切なことである。
　専門学校のうち、企業と密接に連携して、最新の実務の知識・技術・技能を身につけられる実
践的な職業教育に取り組む学科を文部科学大臣が「職業実践専門課程」として認定している。
　学科によって１年制から４年制までいろいろなコースがある。また、学習内容に応じて、就職
や進学などさまざまな進路を選ぶことができる。修業年限が２年以上などの要件を満たした専門
学校の修了者は大学への編入学が可能な場合もある。ただし、編入できる年次や認定される単位
数など編入学に関することは各大学で定めている。

○専門学校入試（入学試験）について
　主に一般選抜・学校推薦型選抜・総合型選抜となっている。

□一般入試（一般選抜）
　書類選考・学科試験・面接試験の３つが課されることが多くある。特に医療関係分野の学校で
は、生物や化学が学科試験の出題範囲に含まれる。また、保育を学ぶ学校ではピアノ、建築や美
術系の学校ではデッサンなど、入学後に学ぶ内容によって実技試験がある場合もある。

□AO入試（総合型選抜）
　受験生が学校の求める学生像（アドミッション・ポリシー）に合っているかどうかを基準に合
否を判定するものである。志願者一人ひとりの個性や意欲を判定するため、書類審査や論文など
に加え、面接で合否を決める。志望動機や入学後の目標が問われ、学校での学びに対する意欲や、
将来の可能性までじっくりと見極められる。オープンキャンパスへの参加が義務づけられている
ものや出願前にエントリーが必要な場合もあるので、事前に日程を調べておこう。エントリーを
考えている場合は、必ず担任に相談しよう。

□推薦入試（学校推薦型選抜）
　多くの専門学校が実施している学校推薦型選抜。単純に学力を試験するだけではなく、志願者
の人となりや能力、意欲などが評価される。学校推薦型選抜では、書類審査に加え、面接や小論
文、実技試験などを通して合否が判定される。取得資格や部活動など、高校時代の経験や実績が
重視される傾向にあり、面接でも取り組んできた活動に関して聞かれることが多い。

□その他
　入試の種類としては、上記の３つの他、特待生入試や社会人入試といった試験もある。特待生
入試では、成績や人柄が総合的に評価され、通過すれば学費の減免を受けることができる。入学
金や授業料の全額もしくは一部免除など、減免の内容は学校によって異なっているので、利用す
る際は確認が必要である。
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○専門学校の8分野と教育内容

工業分野 農業分野 医療分野 衛生分野

主
な
学
科

情報処理、土木・建築、
電気・電子、
自動車整備、
ゲーム・ＣＧなど

農業、園芸、畜産、
バイオテクノロジー、
ガーデンビジネス、
フラワービジネス、
動物管理など

看護、歯科衛生、
歯科技工、臨床検査、
診療放射線、柔道整復、
理学・作業療法など

調理、栄養、理容・美容、
製菓・製パン、
メイク、
エステティックなど

特　
　

色

目覚ましく進展してい
る機械、通信等の工業
技術に対応できる人材
を育成している分野で
す。どの学科でも最新
の教育が行われていま
す。

農業・畜産関係だけで
なく、進歩するバイオ
テクノ商品流通等に関
連した科目が充実した
分野です。

看護師をはじめとする
様々な医療現場で働く
技術者を養成する分野
です。医療分野では国
家資格を必要とする職
業がほとんどです。

飲食・調理関係と、理
容美容関係に大別され
る分野です。
どちらも卒業生のほと
んどが、関連した職業
についています。

目
指
す
職
業

システムエンジニア、
ゲームクリエイター、
建築士、電気工事士、
自動車整備士、
インテリアプランナーなど

ガーデナー、
園芸技術者、
フラワーデザイナー、
食品安全管理スタッフ
など

看護師、歯科衛生士、
歯科技工士、
臨床検査技師、
診療放射線技師、
柔道整復師、理学療法士、
作業療法士など

調理師、栄養士、
理容師、美容師、
パティシエ、
食品衛生管理者、
メイクアップアーティスト、
エステティシャンなど

教育・社会福祉分野 商業実務分野 服飾・家政分野 文化・教養分野

主
な
学
科

保育、幼児教育、
社会福祉、介護福祉、
医療福祉など

経理・簿記、秘書、
経営、情報、
観光・ホテル、
医療事務など

和洋裁、服飾、
ファッションデザイン、
ファッションビジネス
など

音楽、美術、
グラフィックデザイン、
外国語、
演劇・映画、
通訳・翻訳、動物、
法律行政、スポーツなど

特　
　

色

教育現場や社会福祉に
おける専門的な技術・
知識を修得するととも
に、責任感や豊かな心
を育むことを目指して
います。

ビジネスのプロフェッ
ショナルを養成してい
る分野はどの企業にお
いても活躍の場があり
ます。

ファッション業界の担
い手を養成する分野で
す。感性を磨くととも
に、それを実現する高
度で正確な技術を身に
つけることを目指して
います。

語学関係、芸術関係な
どバラエティに富んだ
分野です。時代の流れ
を先取りした学科が、
続々誕生しています。

目
指
す
職
業

保育士、幼稚園教諭、
社会福祉士、
精神保健福祉士、
介護福祉士、訪問介護員

（ホームヘルパー）など

税理士、公認会計士、
秘書、旅行業、
ホテルスタッフ、
医療事務員など

ファッションデザイナー、
パタンナー、
スタイリスト、
ファッションアドバイザー、
マーチャンダイザーなど

デザイナー、通訳、
トリマー、公務員、
司法書士、行政書士、
スポーツインストラクター
など
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○専門学校と資格取得
　専門学校を卒業するとこにより、下記のような「国家資格」あるいは「国家試験の受験資格」
を得ることができる。

　①卒業と同時に資格を取得

分　　野 資格名 入学資格 修業年限 認　定　者

工 業
測量士補 高卒 １年以上 国 土 交 通 大 臣
第２種電気工事士※１ 高卒 １年以上 経 済 産 業 大 臣

衛 生
栄養士 高卒 ２年以上

都 道 府 県 知 事
調理師 中卒 １年以上

教育・社会福祉
保育士 高卒 ２年以上

厚 生 労 働 大 臣幼稚園教諭２種 高卒 ２年以上
社会福祉主事任用資格 高卒 ２年以上

※１　学科によって筆記試験免除

分　　野 資格名 入学資格 修業年限 認　定　者

工 業

建築士（２級・木造） 高卒 ２年以上 都 道 府 県 知 事
自動車整備士（３級） 中卒 １年以上

国 土 交 通 大 臣
自動車整備士（２級） 高卒 ２年以上
自動車整備士（１級） ２級取得者 ２年以上
航空整備士（２等） 高卒 ３年以上
航空運航整備士（２等） 高卒 ３年以上
消防設備士（甲種） 高卒 ２年以上

総 務 大 臣
危険物取扱者（甲種） 高卒 ２年以上
技能検定（２級） 中卒又は高卒 課程により異なる 都 道 府 県 知 事

医 療

准看護師 中卒 ２年 都 道 府 県 知 事
看護師 高卒 ３年以上

厚 生 労 働 大 臣

保健師 看護師・若しく
は看護師受験資
格を有する者

１年以上
助産師 １年以上
診療放射線技師 高卒 ３年以上
臨床検査技師 高卒 ３年以上
臨床工学技士 高卒 ３年以上
理学療法士 高卒 ３年以上
作業療法士 高卒 ３年以上
視能訓練士 高卒 ３年以上
歯科衛生士 高卒 ３年以上
歯科技工士 高卒 ２年以上
義肢装具士 高卒 ３年以上
臨床工学士 高卒 ３年以上
はり師・きゅう師・あん摩マッサージ指圧師 高卒 ３年以上
柔道整復師 高卒 ３年以上

　②卒業と同時に受験資格を取得
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③卒業後一定の実務経験で資格を取得

④卒業後一定の実務経験で受験資格を取得

分　　野 資格名 入学資格 修業年限 認　定　者

医 療
言語聴覚士 高卒 ３年以上

厚 生 労 働 大 臣

救急救命士 高卒 ２年以上
農 業 愛玩動物看護師 高卒 ３年以上

衛 生
製菓衛生師 中卒 １年以上
理容師 高卒 ２年以上
美容師 高卒 ２年以上

教 育 社 会 福 祉 介護福祉士 高卒 ２年以上

商 業 実 務
社会保険労務士 高卒 ２年以上
レストランサービス技能士（3級） 高卒 ２年以上
税理士 高卒 ２年以上 国税審議会会長

文 化 教 養 学芸員 高卒 ４年以上 文 部 科 学 大 臣

分野 資格名 入学資格 修業年限 認　定　者

工 業
測量士 高卒 １年以上 国 土 交 通 大 臣
第２種電気主任技術者 高卒 ２年以上

経 済 産 業 大 臣
第３種電気主任技術者 高卒 ２年以上

分野 資格名 入学資格 修業年限 認定者

工 業

２級土木施工管理技士 高卒 ２年以上

国 土 交 通 大 臣

１級土木施工管理技士 高卒 ２年以上
２級建築施工管理技士 高卒 ２年以上
２級電気工事施工管理技士 高卒 ２年以上
１級電気工事施工管理技士 高卒 ２年以上
１級建築士 高卒 ２年以上

農 業 ２級造園施工管理技士 高卒 ２年以上

衛 生 管理栄養士 高卒
２年

厚 生 労 働 大 臣
３年
４年

教育・社会福祉
社会福祉士 高卒 ２年以上
精神保健福祉士 高卒 ２年以上

　上記以外にもさまざまな資格要件が定められている場合がある。
　同じ資格を取得する場合でも、大学で学ぶルート、専門学校で学ぶルート、実務経験を経る
ルートなど、さまざまな取得方法がある場合もある。取得したい資格がある場合は、どのルート
にどんなメリットがあるのかを調べ、自分にはどのルートが適しているのかを判断して受験計画
を立てよう。
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5．高校３年間の学習成績について
　ここでは、調査書等の書類審査でも重視される「全体の評定平均値」と「学習成績概評」につ
いて説明する。

（１）全体の評定平均値
　各科目の評定（成績）は５〜１の５段階で評価する。１年次から３年次までの全科目の評定
（３年次は仮評定）の平均値が「全体の評定平均値」となる。各学年の評定については、学年末
に送付される成績通知票に記載される。

　●「全体の評定平均値」の算出方法

　　「全体の評定平均値」
＝（全科目の評定の合計値）÷（全科目数）
＝（4+4+5+4+3+4+3+4+3+4+4+4+3）÷13
＝　3.769…　⇒　3.8
※小数第２位を四捨五入する

（２）学習成績概評
　全体の評定平均値を５段階で分けて、A～Eの区分で表す。「成績段階」とも呼ばれる。具体
的には総合型選抜や学校推薦型選抜の出願基準で「学習成績概評がＢ以上の者」等と示される。

科 目 １年 ２年 ３年

現 代 の 国 語 ４

言 語 文 化 ４

論 理 国 語 ５ ４

公 共 ３

数 学 Ⅰ ４

数 学 Ⅱ ３

体 育 ４ ３ ４

保 健 ４ ４

家 庭 基 礎 ３

評定平均値 5.0～4.3 4.2～3.5 3.4〜2.7 2.6〜1.9 1.8以下

学習成績概評 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
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6．進学にかかる費用について
　上級学校で勉強するためには、相当の額の費用がかかるので、進学に先立って早めに資金計画
を立てておく必要がある。以下に、「４年制大学の入学までにかかった費用」、「学校納付金（初
年度）」の平均的な額を示す。

（1）４年制大学の入学までにかかる費用（平均額）
　奨学金は、原則として入学後に貸与（給付）されるものであるから、入学前に関する費用を充
てることはできない。高校在学中から保護者とよく相談して計画的に準備していかなければなら
ない。
　また、入学後も相当額の生活費がかかるので注意したい。主な支出は家賃、光熱費、食費、交
通費、通信費、交際費等である。

国公立４年制 私立４年制
自宅生 下宿生 自宅生 下宿生

①出願をするためにかかった費用 127,700 122,600 151,500 136,400
②受験のための費用 44,600 99,800 56,300 97,400
③学校納付金　A　入学した大学 586,000 590,600 880,400 889,200
　　　　　　　B　入学しなかった大学 258,400 267,400 272,100 254,400
④合格発表や入学手続きのための費用 10,700 48,000 15,700 53,000
⑤入学式出席のための費用 11,200 44,100 12,800 43,000
⑥パソコン・教科書・教材購入費用 248,800 270,700 202,000 224,800
⑦部屋探しの費用 － 240,800 － 288,800
⑧生活用品購入費用 93,000 303,300 84,900 306,200
⑨その他の費用 135,700 350,300 112,100 304,000
合計 1,380,100 2,098,800 1,671,400 2,372,200

※上記のデータは、2024 年度保護者に聞く新入生調査［大学生協］による。
※「③学校納付金　A　入学した大学」は、入学金と前期授業料等を合わせた金額が目安となる。

（２）学校納付金（初年度）
　入学する年度に進学先に納入する費用として、入学金や授業料の他、施設設備費や実習費等の
諸経費がある。〔１〕４年制大学に関して、国公立では入学金および授業料の標準額が定められ
ており、原則どの大学も同じであるが、公立は入学者や保護者の住所（県内外、市内外等の区
分）によって入学金が異なる場合もある。私立では大学、学部、学科毎に金額が異なるが、文低
理高の傾向が強く、実習や実験、少人数指導のある学部系統は費用がかかることが分かる。ま
た、〔２〕私立短期大学、〔３〕私立専門学校も初年度納付金は私立大学に匹敵する金額となっ
ている。入学後在籍する予定年数（多くは２年ないし３年）を見越して、資金計画は早めに立て
てほしい。
　また、私立の進学先においては、令和５年度と比較すると入学金や授業料、諸経費で値上げが
見られる学校も目立つ。物価高・人件費上昇の影響と考えられ、今後もこの傾向は続くとみられ
る。
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〔１〕４年制大学（国立は標準額、公立と私立は平均額　※私立は初年度納付金の少ない順）

大学・学部等 入学金
（A）

授業料
（B）

初年度納付金
（A+B+諸経費）

国立大学 282,000 535,800 817,800
公立大学（地域内） 221,399 536,471 839,988
（地域外） 382,423 536,391 1,006,239
私立大学　①法学部 218,244 812,872 1,284,127
　　　　　②経済・経営・商学部 223,700 811,035 1,302,154
　　　　　③外国語学部 224,810 800,054 1,314,391
　　　　　④文学部 227,358 814,495 1,321,788
　　　　　⑤社会・社会福祉学部 226.366 823,489 1,330,539
　　　　　⑥人文・教養・人間科学部 225,657 846,447 1,342,116
　　　　　⑦国際関係学部 221,028 841,100 1,343,723
　　　　　⑧教育・教員養成系学部 233,102 812,496 1,372,084
　　　　　⑨家政・生活科学部 235,768 809,817 1,402,026
　　　　　⑩体育・健康科学部 236,769 850,787 1,425,847
　　　　　⑪理学部 226,738 1,094,603 1,612,198
　　　　　⑫工学部 232,391 1,096,910 1,644,956
　　　　　⑬農・獣医畜産・水産学部 246,923 998,353 1,641,364
　　　　　⑭芸術学部 233,407 1,071,543 1,682,073
　　　　　⑮看護・医療・栄養学部 257,620 992,367 1,711,494
　　　　　⑯薬学部 308,658 1,410,203 2,138,950
　　　　　⑰歯学部 594,118 2,963,529 5,136,618
　　　　　⑱医学部 1,346,774 2,783,548 7,122,754

※上記のデータは、旺文社教育情報センター（2024年８月６日）の記事による。

〔２〕短期大学（平均額）

入学金
（A）

授業料
（B）

初年度納付金
（A+B+諸経費）

私立短期大学 237,122 729,069 1,271,988
※上記のデータは、私立大学等の令和５年度入学者に係る学生納付金等調査［文部科学省］による。

〔３〕専門学校（平均額）

入学金
（A）

授業料
（B）

初年度納付金
（A+B+諸経費）

私立専門学校（東京都内） 181,000 736,000 1,301,000
※上記のデータは、令和６年度公益社団法人東京都専修学校各種学校協会調査データによる。
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7．家計の負担を軽減するための奨学金制度等について
（1）日本学生支援機構

　国が運営している奨学金制度。原則として返還不要の給付奨学金と、返還の必要がある貸与奨
学金がある。奨学金の額は、進学先や通学形態（自宅・自宅外）など様々な条件で異なる。高校
在学中に予約申込みが可能である。
　

　それぞれ学力・家計（収入および資産）の基準を満たす人が対象になる。日本学生支援機構の
ホームページの「進学資金シミュレーター」を使えば、どの奨学金の対象になるかシミュレー
ションできる。「奨学金貸与・返還シミュレーション」を使えば、奨学金の種類、貸与月額、利
率などさまざまな条件で、将来の返還額や返還回数をシミュレーションすることができる。申込
みの前に必ず試算してから資金計画を立てること。
　「日本学生支援機構ホームページ」https://www.jasso.go.jp/

（2）進学先独自の奨学金
　私立大学の多くで実施。返還不要の「給付・減免型」と、卒業後に返還を行う「貸与型」があ
る。学校によっては「特待生」「奨学生」「スカラシップ」等の名称で実施されている。主に入
試成績や入学後の成績で選考される。詳細は、進学先の学校案内や募集要項等で確認すること。
　国公立大学にも、授業料免除の制度がある。（公立大学は一般的に条件が厳しいことが多い）

（3）地方自治体の奨学金
　都道府県や市町村等の地方自治体で実施。日本学生支援機構との併用ができない場合もあるの
で、申し込みの際には確認が必要。（例：秋田県育英会貸与型奨学金）
　看護師・介護福祉士・社会福祉士などの特定資格の要請を希望する学生を対象にした奨学金制
度や、秋田県の奨学金返還助成制度（進学先卒業後に秋田県内の企業へ就職する場合）もある。

（4）民間育英団体の奨学金
　企業や個人が財団等を設立して実施。（例：あしなが育英会）

（5）寮の利用
　大学等が寮を設置している場合があるので、利用希望者は各進学先に問い合わせる。秋田県育
英会の学生寮に、東京寮（男子寮）とビューリー千秋（女子寮）がある。秋田県出身者が申し込
みできる。

（6）国の教育ローン
　日本政策金融公庫（略称：日本公庫）の国民生活事業の一環。奨学金とは違い、保護者が貸付

奨学金の種類 返還の必要性 利　子 振込頻度

給付奨学金 返還不要 － 毎月１回

貸与奨学金

第一種奨学金

返還が必要

利子なし 毎月１回

第二種奨学金
利子あり

毎月１回

入学時特別増額貸与奨学金 初回振込時に１回限り
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を受け、返済する。一般的な銀行に比べて利息が安く、各種の優遇措置もある。過去６か月以
上の公共料金（電気、水道、家賃等）の支払い状況等の審査があるので、領収証等をあらかじ
め保管しておく必要がある。

8．働きながら進学する方法
（1）夜間制の学校（「二部」「夜間主コース」「フレックスコース」等と称される）

　大学をはじめ、専門学校にも設置されている場合がある。就業年数は昼間の課程と同じ場合と
１年長い場合がある。国立大学では、入学金と授業料が概ね半額である。昼間働くことは入学条
件でないが、一部の推薦入試では「就職の内定（意志）がある者」等の条件が付けられている場
合もある。

（2）通信教育
　仕事の内容や時間、あるいは遠距離等の制約で、大学や短大等に通学できないもののために開
かれた制度である。卒業することで得られる学士号や資格は、通常の大学と同じものである。卒
業に必要な単位の約４分の３を通信授業（レポート添削等）で受講し、全国各地で行われる科目
試験により単位を修得していく。スクーリングが必要な単位もあり、実際に大学で集中的に講義
を受ける必要がある場合もある。学費も20万円程度と負担が少なく、最近は主婦や退職した高齢
者の入学も増えている。そのほかに衛星放送で講義を受ける「放送大学」もあり、秋田大学内に
放送大学秋田学習センターが設置されている。

（3）新聞奨学制度
　大学の制度ではないが、働きながら学ぶ方法の一つである。関東や関西等の大都市の新聞販売
店で新聞配達等のアルバイトをしながら進学する。大学や専門学校の入学金や授業料を新聞社が
負担し、その他にも月給が支払われる。寮も完備しており、すべて自分の力で進学できるといっ
ても良い。ただし、早朝の新聞配達や集金業務等の時間的な制約が多く、強い意志と体力がなけ
れば成し得るものではない。詳細については各新聞社が運営する育英奨学会等のホームページを
参照すること。
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